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生体反RE114よりみた尿中生機物質の消長について

精紳的 Stressと尿係数その 1料*

阿風 情・中川書治

(北海道大学附属結段研究所化学部門)

f;f}17 W 

数(ただし今回は O/Kのみ).の消長iこっL、て報?干する。

賓駿11草件並びにその成績

採尿悠f牛: 昭和25年第9回医師国家試敬受験者(北

海道地区，受験者約30名)より 9名を選出し，受験期間3

日間(日 3回，午前午後の試1恥 >li'-u"にその[;，1休を含め，

同一被検'tfーにつき，計9凹採j京，尿係数1-1)の lつ O'Kを

測定 (TR係数は O'K，O!K2， O;K" KI!K2の総括称である)

した。

資駿成績 0.況の正常男子:QC心依汚)~t 1雪.2土2.5(正

常男子陸収l待尿は 12.5土 1.4)であるが， 表にみる如くn'l

‘疲労測定法である以上.それがその Stre凶器の種顎の

如何を問わず，物理白句，化学的，細菌的，精神的 Stress汽

糊のいずれであろうと生体がよれにより belastetの状態

になり， 代詩Iの異常をきたしているときには常に同様に

(+)を弔さなくてはならない。その方法がし、わゆる肉体的

Stress (例えば運動)によってのみ(+)を思するとか，あ

る特定の以22あるL、は代~~1帯主主系列にのみ(十)を早する

といったものならば，それはまずまず疲労測定法としては

不合裕である。

今回は医師同家試敬(昭和25年秋)rrtj，の受験者の尿係
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i必となる。

タト'i'f1í~lIJ戟により 1 Il~-'的にゆがんだ泡ftmを示し，その ~ilJ
戟の除去に上り正常!民主主に戻る傾向を示す決病限Jle.，
あるいはタト部刺r，i.¥(に討する反)!日iの辺延， またはその兵
常をいつまでも線制する I~l 律相Ir.f.'I!-内分泌系機能障叫，

あるいはそれら内WÎliljr 1.世ー内分泌系と官接な ~M1訴を有
する補111，0l!痕めν‘ずfれにせよ疲労il[lJ定iまと名のつ〈以上，
それにより生f本語~ Cataあるv'は an白幡bolicphaseに

陥入し， belastetの状態にあるとき同慌に(+)を主さ
な〈てはならない。

疲労研究の第 i歩はそのjIR悶である上越の閃子すべ

てを向柊に， InH~に考え，歩をすすめることこ九にある。

4暗号+

HansSelyeの下垂f*-i.¥ljl[:f築設は GeneralAdaptation 
Syndromeなる桃想を生む主要な役割を来した黙で除
りにも有名である。 もちろんその Selye体系は今ま

でもかなりもさ{ヒし，今後も修jEをまぬがれないであろ
うが)jl!札kあるものといわざるをq:トない。 いわゆる
Stressが生体に加わった場合， その!っの*(ll~tfは犬

m;Lrl(i't柑より H~!簡をhl1 D ，下丞体1拘束:こiliし， ACTH 
により副腎皮'ttホノレモンの分泌となり，他の!っはド1
1Jti仲間11

'
版より話lJt内線維をへて， MU腎悩'if，あるν、は

交:感4岳必r;刊市利1;1刈;1引桝11
na叫副l日ine油がq杭陀f扱主に， ある v' は Hnt震に下垂体前菜を車IJ;';~

して， ACTHの分十.Jl.ひいては尚早子氏'Itホルモンの分

4時
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中)Ij(慈の)は手~IJ患者間添人(親また兄弟)の尿において

O/K，O/Kョの高値を仁jlずるをみとめ，また研究員採用試験

の際の受験者の尿におL、て，そのI戊かのよかったもの3名

の O/K，O!K~ カヰ及く，また;j}rQ;.10) は?~f:i女児玄約 50 名(5 

年生男子)を対象とし，算数ー， l

をとり， O/K並びに Oα1/1瓦Eι.1孔(毒新!月i法)を測定したが2耳Z主数士授3栄拍広β|時守

の尿 OσIjK特に O/K1iにこおいて高{位直を万示ミし， かっその標本

分散の太なるをみとめているが，これらの事実は私らの疲

労研究にm:要な示唆をあたえてくれるものといわざるを得
ない(なお折居は算数11~・ρ O!K2 とフリッカー値との間の

興味ある相関を報合している1。

女 献

J) j!可風 fl佐:際教と生物皐.24(4) : 119， 0?l27. 
2)阿風傍:1汚染と生物砂.25(1): 1， n{:!27. 

3) :1't同君主祭 .pLj風情:持感と生物fib.26l5): 192， nB28. 
4) Vq)ill¥. 傍:出併と生物車 27(6): 240-243， 1171，28. 

ラ)ー7) 岩阿波栄 fJ~~ と生物与を， ~互支~~j立.

8) 松田五二:産婦人科の il~.Jf~. 2(11) : 27， 0325. 

9) 中川ト書治 n~128 JI~M市Illf~ìl号令官主表.

10)折庶史郎未汲克

家試験受験時の尿はそのような低値を示すものは殆どな

く， 高く， かっその動揺が甚し~ 'o この O/Kの高値を

日した因子として交験者の前々からの試検準備のための疲

労も考えられるが，受験場に臨んだ彼らの緊張興T!?といっ

たようなー誌の脳皮究機能異常も考えねばならない(脳皮

質→問脳→自律神経・内分泌系→代謝異常)，とL、うのはそ

の上昇が前々からの試験準備によるとしたならば O/Kは

遂時的(午前→民→午後の)1聞に，逐目的(試験第 1，2，3

自の11白)に上昇しなければならないカちしかし表にみる如

く必ずしもそうではなしむしろ日体X の尿において最高

をしめし，午前，午後の試験の11民になったこと，また試敬

第 1，2，3日と日をおって次第に下l容をしめしたからであ

る。

備考: 北大産局人科松田(正勺)は婦人科的手術の

体内物質代謝 (30 余伊~)を研究する l 手段として O!K を

適用中，実験例の大部分，特にその8例において，手術前

夜間尿，特にその直前の尿，また手術坊にのぞむもL、ろい

ろな都合で予約を後日にまわさざるを得なかった患者尿に

おいて O/Kの著明に上昇するをみとめ，一方手術前にそ

の有無を前もって口伝し得なかった思者尿においてその上

昇を認めなかった事実は誠に興味深しまた著者らの一人
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本論文は幣与と生物平然28:&安~5 抑に後表した。ヲ持~~*

Jl1ílJ.主吹から J~!伏~I!fl~によるものではなかろうか。× 金休日i・，の O，'K が他のそれに比し比ijiを的問f~{ をしめず

のは来るべき'r.後の試喰に封ずる不t!J.."-， ~号訴といった
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